
                  
 

七
月
二
十
六
日
（
土
）
に
、
第
十

五
回
語
り
部
養
成
講
座
の
閉
講
式

が
、
夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
初
め
て
養
成
講
座
に

参
加
さ
れ
た
方
も
、
何
年
も
通
っ
て

い
る
方
も
、
堂
々
と
し
た
語
り
を
披

露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
受
講
生
の
発

表
の
後
に
は
、
講
師
か
ら
の
語
り
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
、
会
場
は
暖
か
い
拍

手
で
応
え
て
い
ま
し
た
。 

   

『
和
尚
と
小
僧
』 

 
 
 
 

石
井 

ら
ら
（
宮
内
小
４
年
） 

『
寝
言
兄
弟
』 

鈴
木 

愛
叶
（
宮
内
小
４
年
） 

『
長
い
名
の
子
』 

遠
藤 

優
綺
（
宮
内
小
４
年
） 

 

            

『
十
二
支
ば
な
し
』 

佐
藤 

瑞
姫
（
沖
郷
小
５
年
） 

『
ク
モ
と
ハ
チ
』 

佐
藤 

百
華
（
沖
郷
小
１
年
） 

『
ま
ん
じ
ゅ
う
こ
わ
い
』 

小
川 

駿
汰
（
漆
山
小
６
年
） 

   
 
 

 

『
鼠
の
相
撲
取
り
」 

齋
藤 
和
子 

『
お
ぶ
さ
ろ
の
化
け
物
』 

加
藤 

知
実 

『
大
銀
杏
』 

安
部 

晶
子 

『
か
っ
ぱ
の
く
れ
た
か
け
硯
』 

佐
々
木
恵
子 

『
音
羽
の
滝
』 

高
橋 

弘
美 

『
禅
問
答
』 

平
山 

万
貴
子 

『
若
返
り
の
水
』 

竹
内 

浩
子 

   

『
ぼ
た
も
ち
び
っ
き
・ 

喉
焼
け
団
子
山
』 

島
貫 

貞
子 

『
双
松
の
松
』 

多
勢 

久
美
子 

                  
 
 
 
 
 
 
 

平
成
26

年
度
山
形
県
生

涯
学
習
文
化
財
団
の
支
援

事
業
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
講

座
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
第

一
回
目
は
六
月
二
十
八
日

（
日
）
、
講
師
に
新
庄
市
文

化
財
保
護
審
議
会
会
長
、

大
友
義
助
氏
を
お
招
き
し
、

『
民
話
を
語
り
伝
え
よ
う
』

と
題

し
て
開

催

さ
れ
ま
し

た
。 

 

第
二
回
目
に
は
、
神
奈
川
大
学
経

済
学
部
教
授
、
佐
野
賢
治
氏
を
お

招
き
し
ま
し
た
。
『
故 

武
田
正
先
生

が
残
さ
れ
た
民
話
研
究
』
と
題
し
て

講
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

                                    

☆
子
ど
も
の
語
り
★ 

☆
大
人
の
語
り
★ 

▲大友  義助  氏  

▼佐野  賢治  氏  

（左手に武田正先生

のお写真）  

☆
講
師
の
語
り
★ 

～ふるさと講座  今後の日程～ 
 

第３回  ９月２０日（土）14:00～ 

講師：作家  秋田  博  氏  

    場所：結城豊太郎記念館  
 

第４回１０月１８日（日）10:00～ 

    講師：民話会ゆうづる会長  

         多勢  久美子  氏  

    場所：結城豊太郎記念館  

（受講料：一講座３００円） 



   

今
回
は
、
民
話
会
ゆ
う
づ
る
会
員
、

堀
敏
子
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

Ｑ
、
民
話
会
ゆ
う
づ
る
会
員
と
な
っ
た

き
っ
か
け
は
？ 

Ａ
、
堀 

私
が
会
員
に
な
っ
た
の
は
平
成
14

年
で
す
。
そ
の
頃
は
養
成
講
座
に

参
加
す
る
人
も
少
な
く
、
講
座
に

参
加
し
て
欲
し
い
と
電
話
が
あ
り

参
加
し
ま
し
た
。
講
座
が
終
わ
っ
て

か
ら
せ
っ
か
く
勉
強
し
た
の
だ
か
ら

こ
れ
か
ら
も
勉
強
し
て
み
よ
う
と

思
っ
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

Ｑ
、
語
り
部
と
な
ら
れ
て
良
か
っ
た
事

は
な
ん
で
す
か
？ 

Ａ
、
堀 

私
は
民
話
に
関
し
て
興
味
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
平
成
５
年
「
夕
鶴

の
里
」
が
完
成
し
た
時
、
民
話
を

聞
き
に
来
る
人
が
い
る
の
だ
ろ
う

か
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
自

分

が

「
語
り
部
」
に
な
り
、
数
年
経
っ
て

民
話
の
楽
し
さ
、
大
切
さ
を
身
に

し
み
て
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

沢
山
の
人
が
「
夕
鶴
の
里
」
に
来
て

民
話
を
聞
い
て
心
豊
か
な
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
て
欲
し
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

Ｑ
、
語
り
部
と
し
て
一
番
嬉
し
か
っ
た

こ
と
を
あ
げ
る
と
し
た
ら
？ 

Ａ
、
堀 

語
り
部
に
は
定
年
が
な
い
こ
と
で

す
。
私
の
年
令
（
70

代
）
で
は
社
会

的
に
は
何
も
す
る
事
が
な
い
の
に

社
会
と
の
つ
な
が
り
が
沢
山
あ
り
、

会
議
も
月
に
数
回
あ
り
、
行
事
も 

   

あ
り
、
社
会
の
中
で
活
動
出
来
る 

事
で
す
。 

 

Ｑ
、
昔
話
（
民
話
）
と
は
、
堀
さ
ん
に

と
っ
て
な
ん
で
す
か
？
ま
た
、
好
き

な
民
話
は
？ 

Ａ
、
堀 

民
話
は
友
達
み
た
い
な
も
の
で
す
。

民
話
を
通
し
て
沢
山
の
友
達
が
い

る
、
お
客
様
が
い
る
。
各
地
で
民

話
祭
り
が
あ
り
、
参
加
す
る
事
に

よ
り
珍
し
い
民
話
を
聞
く
事
が
出

来
る
。
ま
た
、
そ
の
土
地
を
知
り

人
と
触
れ
合
う
事
が
出
来
る
。 

好
き
な
民
話
は
「
妹
背
の
松
」 

 

Ｑ
、
語
り
を
通
し
て
、
大
切
に
し
て
い

る
事
、
物
で
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

Ａ
、
健
康
第
一
で
す
。
語
り
の
当
番
の

時
は
最
高
の
体
調
で
笑
顔
で
楽
し

く
お
客
様
に
接
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
声
を
大
切
に
し

て
お
り
ま
す
。
お
客
様
に
よ
く
聞

こ
え
る
よ
う
に
大
き
い
声
で
ハ
ッ
キ

リ
話
を
す
る
、
こ
れ
は
難
し
い
。
自

分
の
思
っ
て
い
る
様
な
声
は
い
ま
も

勉
強
中
で
す
。 

 

Ｑ
、
最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
事
や
今
思

っ
て
い
る
こ
と
。
何
で
も
…
。 

Ａ
、
漆
山
小
学
校
に
行
っ
て
朝
の
大

切
な
時
間
（
20

分
）
学
年
ご
と
に

民
話
会
ゆ
う
づ
る
の
語
り
部
さ
ん

が
民
話
を
語
る
関
係
が
出
来
た

事
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
「
こ
う
い
う
こ
と
は
し
て
は
い
け

な
い
」
と
民
話
を
聞
き
な
が
ら
自

然
に
子
ど
も
た
ち
が
覚
え
る
。
民

話
を
通
し
て
色
々
学
ん
で
欲
し
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

が
大
人
に
な
り
「
ふ
る
さ
と
」
を
想

う
時
、
民
話
を
語
っ
た
り
聞
い
た

り
し
た
事
を
思
い
、
心
豊
か
な
人

生
を
送
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。 

                

〈
沼
の
平
〉 

  
 

杢
の
沢
の
沼
の
平
は
、
今
は
田
圃

に
な
っ
て
い
る
が
、
昔
は
沼
地
で
あ
っ
た
。

雨
が
降
り
続
き
、
山
か
ら
石
が
転
が

っ
て
く
る
の
で
、
村
人
も
困
り
果
て
て

い
た
。
こ
の
沼
の
主
の
蛇
が
雨
を
呼
ぶ

の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
村
人
は
、
金
の
棒

を
投
げ
込
め
ば
蛇
を
追
い
出
す
こ
と

が
で
き
よ
う
と
、
鍛
冶
屋
に
頼
ん
で

金
の
棒
を
作
ら
せ
て
、
沼
に
投
げ
込

ん
で
蛇
を
退
散
さ
せ
た
。 

 

そ
の
蛇
は
白
竜
湖
に
住
み
替
え
た
の

だ
と
言
う
。 

     

                                         

漆
山
地
区 

地
名
伝
説
集 

民民民
話話話
会会会
ゆゆゆ
ううう
づづづ
るるる   

会会会
員員員
紹紹紹
介介介   

地
名
伝
説
担
当
編
集 

 

お
り
は
た
の
里
づ
く
り 

推
進
会
議 

  

堀   敏子  さん  

    

○
紙
芝
居
づ
く
り
講
習
会 

日
時:

九
月
六
日
（
土
） 

午
後
一
時
三
十
分 

場
所:

夕
鶴
の
里 

和
室 

 

○
「
あ
ゝ
野
麦
峠
」
上
映
会 

日
時:

九
月
十
三
日
（
土
） 

午
後
一
時 

:

九
月
十
四
日
（
日
） 

午
前
十
時 

場
所:

蔵
楽 

 

○
昔
の
あ
そ
び 

日
時:

九
月
二
十
七
日
（
土
） 

午
前
十
時 

場
所:

夕
鶴
の
里 

 

○
第
十
五
回 

民
話
ま
つ
り 

日
時:

十
月
五
日
（
日
） 

午
後
一
時
三
十
分 

場
所:

夕
鶴
の
里 

語
り
部
ホ
ー
ル 

 

○
第
十
六
回 

子
ど
も
ま
つ
り 

日
時:

十
月
十
二
日
（
日
） 

午
前
一
時
三
十
分 

場
所:

夕
鶴
の
里 

語
り
部
ホ
ー
ル 

 


